令和4年度　自己評価・学校関係者評価報告
　　　　　  令和5年4月28日

社会福祉法人蒼生会
八万南ひまわり認定こども園
１　八万南ひまわり認定こども園教育・保育方針
「今を最もよく生き、望ましい未来を拓く力を培う」

２　教育・保育目標
０～５歳児の６年間の教育・保育を通して、多種多様な文化・社会で生き抜く土台作りを行う。
①家庭的雰囲気の中で、子どもの欲求を満たし生命の保持と情緒の安定を図る。　
②生活に必要な生活習慣と態度を養う。　
③人との関わりの中で、自己を表現しながら互いに認め育ち合う豊かな人間関係を育む。　
④生命、自然及び社会の事象についての興味や関心を育て、それらに対する豊かな感情や感性、思考力の芽生えを培う。　
⑤保護者に対し、その意向を受け止めながら、長期的な観点で子どもの最善の利益を保障するための援助を行う。
	評価基準：　A/成果を上げている　　　　　　　B/ある程度成果を上げている　
C/もう少し努力が必要である　　　D/改善が必要である


【各年齢のねらい（年間）】
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３　重点的に取り組んだ目標・計画について
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４　総合的な評価
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５　今後取り組む課題について
[image: ]

６　学校関係者評価（保護者による）
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７　学校関係者評価（保護者より）コメント
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８　学校評価の対応

〇良くない点は、必要に応じて改善したり、保護者にさらに説明をすることで理解を得たりするように努める。
〇良い点は、引き続き努めていく。
〇要望については、職員間で話し合いをしながら、また、事柄によっては、保護者に説明などの話をしながら対応していく。
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自己評価

〇いろいろと悩みながら業務にあたってきた。

〇思ったようにいかないことがあり、他の職員に迷惑をかけたことがあった。

〇新園であったため、大変だったが、子どもが自由に伸び伸び、活発、意欲的に遊べることができて、

もう十分だと思っている。

〇子どもの自由度を重要視すると、職員の人数がもっと必要だと感じた。

〇クラス内で連携をとり、共通理解を図りながらおこなってきた。

〇クラス内での話し合いが少なかった。

〇子どもたち一人一人を受けとめるようにする、ということを頭に入れながらしてきた。

〇園や法人では、保育環境を考えたり、職員の人間性等を理解しようとしている。

〇自分自身が楽しめる園づくりが出来ているか、どうかを考えながら努力していきたい。

理由
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全般

保護者の疑問や苦情等を早期解決できるように、密に連携していく。

職員としてのあり方

全職員が園をみんなにとっていいように変えていく、という信念をもって、おこなったり、伝えていっ

たり、サポートしたりする。

個々やクラス内で話す機会を作ると共に、自分の意見を控えてみる。

水はけが悪いため、工夫や改善をしていく。

調乳マニュアルなどを分かりやすく提示し、的確にできるようにする。

土の掘り起こしや木材を置くなど、園庭遊びの充実を図る。

気付いた職員から積極的に動くと共に、意見を交わしながら一緒に整えるようにする。

職員会だけだけでなく、クラス間も園全体としても常々話し合い、保育の深まり・共通理解を図る。

週１回は散歩に出かける。

保護者との連携を密にし、支援を要する園児のスムーズな学年移動を心掛ける。

園内の物の管理や使い方等の共通理解を図っていく。

０から２歳児間での異年齢で触れ合いや交流をする。

教育・保育内容

課題

業務提示等

研修

具体的な取り組み

手洗い場をしようしないときは、段ボールや牛乳パックなどで柵を設置する。

おもちゃや家などを作り、子どもたちの遊びが広がるようにする。

草花等の植物の年間計画を作る。

室内

園庭

保護者支援 保護者の一つ一つの言葉を受け止め、職員間で連携をとりながら、伝えもれのないようにしていく。

職員間の連携

ペーパーやハンドソープなどの消耗品の使う量や使い方について伝えていく。

環境整備
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A B C D

1

教育・保育のねらいなどがよく分かるように情報提供や説明をしている 19 (47.5％) 16 (40.0％) 5 (12.5%) 0 (0.0%)

2

本園の教育・保育はお子さんに合っていると感じられる 21 (52.5%) 12 (30.0%) 4 (10.0%) 3 (7.5%)

3

子どもたちの意欲や主体性等を育む教育・保育をしている 27 (67.5%) 9 (22.5％) 4 (10.0%) 0 (0.0%)

4

教育・保育の方針や内容が工夫されている 14 (35.0%) 19 (47.5％) 5 (12.5%) 2 (5.0%)

5

保育教諭は、一人一人の子どもをよく理解し、誠実に教育・保育をしている 23 (57.5%) 12 (30.0%) 3 (7.5%) 2 (5.0%)

6

保育教諭は、子どもの個性を大切にしている 29 (74.36%) 8 (20.51%) 2 (5.13%) 0 (0.0%)

7

お子さんは、本園での生活を通じて確実に成長している 27 (67.5%) 8 (20.０%) 4 (10.0%) 1 (2.5%)

8

お子さんは、毎日登園することを楽しみにしている 16 (40.0％) 18 (45.0%) 4 (10.0%) 2 (5.0%)

9

お子さんは、家庭で園や友達、保育教諭の話をよくする

（おしゃべりが可能な年齢の場合だけお答えください。そうでなければ無記入で）

21 (60.0%) 8 (22.86%) 6 (17.14%) 0 (0.0%)

10

保育教諭は、明るく熱心である 28 (70.0％) 9 (22.5％) 3 (7.5%) 0 (0.0%)

11

園は、地震・津波・火災・不審者などに対しての防災に取り組んでいる 31 (77.5%) 8 (20.０%) 1 (2.5%) 0 (0.0%)

12

園からの緊急連絡がスムーズに伝わるよう工夫されている 30 (75.0%) 9 (22.5％) 1 (2.5%) 0 (0.0%)

13

園は、保護者からの相談等に対して、誠実に対応している 28 (70.0％) 7 (17.5%) 3 (7.5%) 2 (5.0%)

14

保育教諭は、園でのお子さんの様子や連絡などを適切に行っている 22 (55.0%) 12 (30.0%) 4 (10.0%) 2 (5.0%)

15

子どもが生活しやすい園環境である 20 (50.0%) 14 (35.0%) 3 (7.5%) 3 (7.5%)

16

園だよりやクラスだよりなどで、教育・保育等の活動を分かりやすく伝えている 35 (87.5%) 5 (12.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

17

上記の１から１６までを総合して、本園の教育・保育方針に沿った活動がされている 24 (61.54%) 11 (28.2%） 4 (10.26%) 0 (0.0%)

評価基準　　A:あてはまる　B:ややあてはまる　C:あまりあてはまらない　D:あてはまらない
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良くない点 〇行事の衣装など力をもっと入れてほしいです。（保護者が手伝うなどでもいいので）

〇運動会は園庭が狭いので、八万南小などを借りてほしい。

〇低年齢児も運動会をしっかりしてほしい。

〇給食の品数が少なく感じる。

〇やめてほしい、とお願いしたことはあまり伝わっていないように思った。

〇前の保育所と比べてしまうと困りごとが多い一年であった。

〇行事のお知らせの報告が２，３回遅かった。「連絡が遅くなってすみません」をよく言っていた。

〇建物はきれいだが、不衛生な場面が目立つと感じた。

〇外で遊ばせることも大切だが、真冬、真夏にも毎日ずっと外に出して遊ばせなくてもいいように思う。

〇真冬、真夏の時期、室内の温度が気になった。子どもたちも先生方も夏は汗がすごく、冬はジャンパー等、防寒着を室内でも着ていた。
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良い点 〇自由奔放なわが子ですが、担任の先生はいつも「それが〇〇ちゃんの個性」と言い、ご迷惑をおかけしても笑って見守り助けていただいたことに感謝。

〇

〇新しいお友達もたくさんできて、楽しんでいるようである。

〇子どもがいつも「楽しかった」と帰りに呟いている。

〇いつも子どもに対して熱心に関わっていただきありがとうございます。

〇先生たちみなさん明るくて優しくて子どもも楽しく園に通えている。

〇保育教諭との距離が良い意味で近く、相談等しやすかった。

〇子どもへの対応もしっかりとしてくれて助かった。

〇親は大変でしたが、子どもが楽しんでいたのは良かった点である。

〇成長過程において大切な五感に働きかける保育をしていただき感謝している。

〇長い目で人生をみたときに、この経験が今後の人生に役立つと思う。

〇先生方の日々の言動が誠実なので、安心して子どもを預けることができたと感じた。

〇自分が子どもだったら、通ってみたいとい思える素敵な園である。

〇子どもが園楽しい、大好き、といつも言っているので、この園に通うことができて良かったと思っている。

〇いつも大変お世話になっております。子どもたちが毎日園での出来事を楽しそうに話をしてくれて我々親も嬉しく思う。

〇前までできなかったことがいつの間にかできるようになっていたり、家でも進んでお手伝いをしようとしてくれたり、園で教えていただけていることをよく感じる。

〇家でよく友達や先生の話をしてくれる。

〇上のクラスや下のクラスの子ども達とも一緒に学べる環境など、すごく良い環境だと感じている。

〇今の園に通わせて良かった。

〇園だよりなど、すごく工夫して作られている。先生たちの仕事量が多く大変だと感じるので、もっと簡素化してもらってもいいと思う。

〇今年に入り、いろいろなものが食べられるようになり、先生方の声掛け、たくさんのお友達との関わり、給食の先生方がしてくださる手作り（参加型）のおやつなどのおかげだと思う。

〇お散歩、泥んこ、絵具を使ったお絵描き等、なかなか家の方でできないことをしていただいてありがとうございます。

〇子どもも毎日楽しそうに登園している。

〇防災について、「ダンゴムシのポーズ」「お口抑えて、先生の言うことを聞くんよ」等、きちんと伝えてくれる。

〇熱心に取り組んでいただきありがとうございます。

〇担任の先生でない先生方も、子どもの様子を見てくださり、お伝えいただいてありがたい。

〇子ども達、約３０人のクラスで担任の先生、日々大変だと思う。いつも大変お世話になっております。娘も先生のことが大好きです。

〇先生がしてくださった演劇がすごく楽しかったようで毎日お話してくれていた。いつもありがとうございます。

〇普段家庭でさせてあげることができない経験を園でさせてくれていると日々感じる。

〇先生方はとても大変かと思う。いつもありがとうございます。

〇子ども達が毎日登園を楽しんで行っている。

〇先生もすごく良い先生たちばかりである。いつもありがとうございます。

〇すごく良いこども園だと思う。

〇給食について、HPにある調味料は、添加物の少ない良質なものを使用するなど…」との記述に惹かれて入園した。おやつについては…。

〇

〇お散歩にもよく行っているようで、子どもが楽しそうに園生活が過ごせていて、親としても嬉しく思っている。これからも楽しく園生活が送れるといいなと思う。

〇今後ともよろしくお願いいたします。そして、ありがとうございます。

〇家では園の先生、お友だちの話や今日したことなどをよく話してくれるので園がたのしいんだなと感じることができる。

〇園に通いだしてからだいぶしゃべれる言葉も増え、なにがうれしかった、これがいやだったなど、自分の気持ちをしっかりと伝えてくれるようになった。

〇子どもの個性を活かし、伸ばしてくれる教育（保育）方針だと感じている。

〇早期教育をする園が多い中、自然との関わりや外遊びを多く取り入れている点が嬉しく思う。

〇毎月のおたよりで園の教育論（？）を読むのを楽しみにしている。

〇子ども達が自由に遊んだり、泥遊びをしているのでとてもいい。

〇いつもお世話になっております。先生方のおかげで子どもの成長を日々感じている。ありがとうございます。

〇子どもらしく楽しく遊ばせていただいて本当に助かっている。うちの子にとても合っていて、入園できて本当によかった。

〇園に預けているおかげで毎日安心して仕事することができた。

〇子どもたちも多く大変な中、保育していただきありがとうございました。

〇夏の泥遊び後の洗濯物は大変でしたが、子どもが楽しく過ごしたんだなーと思って、なんとか頑張れた。

〇１年間お世話になりました。嫌がったり、泣くことなく登園している様子を見て、楽しい園生活を送っているんだと思う。感謝の気持ちでいっぱいである。

園での活動や自然の中での自由な遊びはうちの子にはあっているようで、ストレスが発散できているのか、休日より園に行った日の方が、兄妹仲が良かったリ、進んでお手伝いをしてくれたりす

る。

園では既存のおもちゃではなく、折り紙や新聞紙などで手作りしたおもちゃで遊んだり、お庭でも土や植物に触れて遊んでいることが多く、毎日とても刺激になっているようで楽しんで登園して

いる。
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要望 〇今でも満足しているが、年中ぐらいから外部講師を呼んで、英語や体操、習字などをしていると聞いて、少し良いなあと思うことがある。

〇園でのその日の様子など、詳しく聞きたい。

〇少し間があいて登園し、入り口で知って、「休ませたら良かったな」と思うことがあるため、コロナ以外の感染症や病気が園の入り口以外で知ることができたら良い。

〇写真注文のサーバーが重いのか、ページがなかなか開かないときがあって手こずった。

〇報・連・相のコミュニケーションがとれたら良いと思う。

〇時折、担任以外の先生との情報共有が不十分かなと思う場面があり、そこは改善していただけるとありがたい。

〇道路が通れるようにしてほしい。

〇園の西側の道路は、いつ通れるようになるのか。朝夕は渋滞するので、早く通れるようにしてもらいたい。

〇

〇育児日記をどの先生が書いたか、わかるようにしてほしい。

〇送迎時に西側からも下りれるようになればいいなあと思っている。（なかなか難しいとは思うが…）

〇

〇エアコンや暖房はしっかりしてほしい。

登園時とお迎え時に車のエンジンをかけっぱなしで園に入っていく保護者の方が多いように思う。少しの間ですが、子どもの安全のため車のエンジンはきって園に入るよう、園の方から注意して

いただければと思う。

未満児クラスの夕方の合同保育の行い方を少し改善して欲しいと思う。ある程度の病気をもらってくることは予想していたが、あまりにも頻度が多いので、職員数の都合もあるかと思うが、狭い

部屋に大人数の子どもが密にいるので感染症対策をお願いしたい。
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評価内容（そのように評価した理由等）

自己評価

B

A

B

B

A

A

年間のねらい

一人一人の生理的欲求を満たし、それぞれの生活リズムを整える。

行動範囲を広げ探索活動を盛んにする。

甘えや反抗などの自己主張を受容されることで、周囲の人との信頼関係を深め、自分の気持ちを安心

して表す。

身近な仲間や自然等の環境と積極的に関わり、意欲を持って活動する。

〇各年齢のクラス担任が子どもの最善の利益の保障を心掛け、生理的欲求を満たせるように、また、子どもが自由に自主的に遊

び、意欲的に過ごせられるようにしてきた。

〇子ども同士が自然な形で関わり、いざこざが起こったときは、必要に応じて、伝えたり関わったりなどして、子どもが気付い

たり、自分で考えられるようにしてきた。

信頼関係を深め、仲間と共に感情豊かな表現をする。

集団生活の中で、自立的・意欲的に活動し、体験を積み重ねる。
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子どもが自発的に活動できる環境を整備する。

〇子どもたちに対して、いろいろなことができるように、こちらもいろいろなことをしていこうという気持ちで過ごしてきた。

今年度における取組

評価内容（そのように評価した理由等）

子どもが心地よく過ごすことのできる環境を整備する。

子ども一人一人への理解を深め、受容するよう努める。

園内に危険な箇所がないかどうか、危険な遊び方はないかなどを常に

観察し、安全への配慮をする。

一人一人の発達の姿や課題について見通しを持って理解する。

基本的な生活習慣や生理現象に関しては、一人一人の子どもの状況に

応じて対応する。

〇子ども同士の関わりや子ども一人一人の気持ちやしたいことなどを理解することに努めてきた。

保育の

あり方

・

乳幼児へ

の対応

項目

自己評価

遊びや生活を通して、人間関係が育つよう配慮する。

子どもの人権に十分配慮するとともに、文化の違いを認め、互いに尊

重する心を育てるよう配慮する。

〇子どもにとって良いと思うことは、クラス間で話し合いをしながら、改善しながらやってきた。

〇人数が多く、担任制などを設けなかったため、一人一人の発達等の把握や理解が難しかった。
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研修と研究

B A C A B A

〇ミーティングノートにより、職員間での情報共有ができていた。

〇自分自身が変わらなければいけないと感じた。

〇勤務外の時間を利用し、資格取得に努めた。

〇管理職との話がもっとできればよかった。

〇クラス間だけでなく、異年齢クラス（兄弟・姉妹等）との情報交換をしていればよかった、

〇研修には参加させてもらったが、自ら希望することは少なかった。

〇研修は聞いているだけが多く、発言することはあまりなかった。

〇自分なりの考え方や価値観を確立するために、研修は真剣に参加し、様々な考えを話し合っていた。

C C C C C A

今年度における取組

自分なりの幼児観・保育観を確立するため、園内外の研修に積極的に

参加する。

〇研修などに参加し、自分のためになると思い、しっかりと内容を学び、職員会等で伝達もできた。

保育内容等について、送迎時や懇談等で話し合う機会をなるべく多く

持ち、信頼関係を築いていく。

保護者のニーズの把握に努め、要望や苦情に適切な対応を図る。

今年度における取組

本園の教育・保育課程の編成・実施に関して、職員間の共通理解を図

る。（教育・保育要領の理解を全職員で積極的に推進し、それを実際

の教育・保育に添わせるように具体的な場面について職員研修などで

話し合いを行う。）

ミーティングノートの回覧を徹底し、情報の共有を心がける。

教育・保育について、何でも相談し合える良好な関係を築いていく。

評価内容（そのように評価した理由等）

〇職員間の考え方の違いにより、話し合いがなかなか難しかった。

〇苦情がいくつかあったため、保護者への伝え方の工夫や伝えもれがないように気を付けるなどしてきた。

〇理解を得ようと話をさせてもらったが、賛同は得られなかったため、保護者理解の必要を感じた。

保護者と

の連携

職員間の

連携



評価内容（そのように評価した理由等）

項目

〇研修や書籍、ニュースなどの情報をもとに、気になることや問題点を管理職と話し合っている。

自己評価

項目

自己評価

評価内容（そのように評価した理由等）



項目

自己評価

今年度における取組

〇送迎時の対応や保護者の要望、苦情等については、職員で情報共有したり、話し合ったりしてきた。


